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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
軽
井
沢
の
風
に
吹
か
れ
て
、
異
人
館
通
り
の
夏

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
０
７
３
Ｇ

【
作
者
名
】

　
山
之
口
　
博
道

【
あ
ら
す
じ
】

　
昭
和
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
頃
の
軽
井
沢
が
舞
台
に
展
開
さ
れ
る
青
春
ス
ト

ー
リ
ー
で
す
。
ま
だ
、
草
稿
・
原
案
状
態
で
す
が
、
あ
え
て
公
開
し
て
お
き
ま

す
。
本
編
執
筆
は
出
来
る
だ
け
早
く
取
り
掛
か
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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私
が
こ
の
小
説
を
書
こ
う
と
思
っ
た
の
は
、
「
か
る
ゐ
ざ
わ
」
と
「
軽
井
沢
物

語
」
と
い
う
二
つ
の
研
究
書
に
巡
り
合
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

大
正
時
代
の
西
洋
婦
人
の
服
装
が
、
ま
た
テ
ニ
ス
姿
が
、
眼
に
焼
き
つ
き
ま
し

た
。

こ
ん
な
田
舎
に
（
軽
井
沢
は
田
舎
で
す
）
西
洋
人
が
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
た
、

そ
し
て
次
か
ら
次
に
別
荘
を
作
っ
た
。

教
会
も
作
っ
た
。

ま
さ
に
信
州
の
田
舎
に
出
来
た
外
国
租
界
で
あ
る
。

こ
れ
を
膨
ら
ま
し
て
何
と
か
物
語
が
か
け
な
い
か
？

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
　
軽
井
沢
大
正
・
昭
和
青
春
群
像
物
語

時
代
、
場
所
。

昭
和
の
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
よ
う
や
く
避
暑
地
と
し
て
の
体
裁
も
整
い
、

宣
教
師
た
ち
の
別
荘
も
立
ち
並
び
、
折
か
ら
西
武
が
大
規
模
な
開
発
に
乗
り
出

そ
う
と
す
る
頃
の
軽
井
沢
が
舞
台
。
草
軽
電
鉄
が
の
ん
び
り
と
湯
治
客
や
避
暑

に
来
た
外
人
、
セ
レ
ブ
を
乗
せ
て
ゴ
ト
ゴ
ト
北
軽
井
沢
高
原
を
走
り
、
草
津
と

軽
井
沢
を
行
き
来
し
て
い
た
頃
。

１
９
１
７
年
１
２
月
 

－
 

沓
掛
区
の
村
有
地
売
却
に
関
す
る
最
後
の
区
民
総

会
が
開
か
れ
、
６
０
万
坪
（
後
の
再
測
量
で
は
８
０
余
万
坪
）
を
３
０
，
０
０

０
円
（
現
在
の
数
億
円
）
で
買
収
。
隣
の
軽
井
沢
が
欧
米
の
宣
教
師
達
の
別
荘

地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
の
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
村
は
、
５
０
軒
の
別
荘
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を
売
る
こ
と
を
条
件
に
契
約
し
た
。
堤
は
当
時
の
妻
の
川
崎
文
の
実
家
な
ど
か

ら
買
収
金
を
工
面
し
た
。
契
約
時
点
で
こ
の
大
金
を
実
際
に
持
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
佐
久
の
銀
行
か
ら
１
万
５
千
円
借
り
、
不
足
分
は
新
聞
紙
を
１
０

円
札
の
大
き
さ
に
切
っ
て
上
下
に
本
物
の
札
を
重
ね
て
束
ね
た
も
の
を
見
せ
た
。

区
民
総
会
は
こ
う
し
た
経
緯
を
知
ら
な
か
っ
た
［
８
］
。
千
ヶ
滝
遊
園
地
株
式

会
社
を
設
立
（
資
本
金
２
５
万
円
）
、
無
名
の
自
分
の
名
前
で
は
株
は
売
れ
な

い
と
判
断
し
て
、
社
長
に
財
界
の
大
物
だ
っ
た
藤
田
謙
一
を
招
聘
、
沓
掛
の
土

地
を
元
に
軽
井
沢
開
発
に
乗
り
出
す
。
軽
井
沢
沓
掛
の
土
地
を
、
一
軒
５
０
０

円
で
簡
易
別
荘
と
し
て
分
譲
販
売
を
始
め
る
。

主
な
登
場
人
物

○
グ
エ
ン
・
リ
ン
ド
ン
　
　
軽
井
沢
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
宣
教
師
の
娘
、
父
の

渡
日
に
伴
い
来
日
し
た
、
１
８
歳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
髪
碧
眼
の
美
少
女
。
将
来
女
優
を
目
指
し
て
い
る
。

　
痩
せ
た
土
地

　
江
戸
時
代
（
１
６
０
０
～
１
８
８
７
年
）
の
軽
井
沢
は
中
山
道
・
浅
間
の
主

要
な
宿
場
町
の
ひ
と
つ
と
し
て
栄
え
ま
し
た
が
、
そ
の
土
地
は
雑
穀
し
か
育
た

な
い
痩
せ
た
土
地
で
あ
っ
た
た
め
、
明
治
時
代
に
入
り
、
宿
場
町
と
し
て
の
機

能
が
消
失
す
る
と
、
す
ぐ
に
寂
さ
び
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
Ｃ
・
シ
ョ
ー

　
そ
の
よ
う
に
人
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
こ
の
地
を
復
興
さ
せ
た
「
軽
井
沢
の
恩

人
」
は
カ
ナ
ダ
の
英
国
聖
公
会
司
祭
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
Ｃ
・
シ
ョ
ー
で
し
た
。

　
彼
は
明
治
１
９
年
（
１
８
８
６
年
）
に
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
幼
い
時

に
過
し
た
故
郷
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
類
似
の
風
情
に
い
た
く
感
動
し
、
空
気
、
水
、

太
陽
の
輝
き
な
ど
、
そ
の
地
の
持
つ
癒
し
の
力
に
触
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
明
治

２
１
年
（
１
８
８
８
年
）
、
彼
は
現
在
の
旧
軽
に
あ
る
大
塚
山
に
軽
井
沢
に
お
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け
る
最
初
の
別
荘
と
な
る
建
物
を
建
て
、
一
夏
を
過
し
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
け
る
最
も
有
名
な
避
暑
地

　
シ
ョ
ー
は
そ
の
後
、
知
り
合
い
の
宣
教
師
、
知
識
人
、
文
化
人
に
こ
の
地
の

良
さ
を
宣
伝
し
紹
介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
軽
井
沢
は
芥
川
龍
之
介
、
室
生
犀
星
、
与
謝
野
晶
子
、
北
原
白

秋
、
島
崎
藤
村
、
内
村
鑑
三
等
の
著
名
な
文
人
、
詩
人
、
宗
教
家
の
避
暑
地
と

し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
日
本
聖
公
会
教
会
（
明
治
２
１

年
）
、
軽
井
沢
ユ
ニ
オ
ン
チ
ャ
ー
チ
（
明
治
３
０
年
）
、
日
本
人
合
同
教
会
（

明
治
３
８
年
）
、
軽
井
沢
高
原
教
会
（
大
正
１
０
年
）
、
聖
パ
ウ
ロ
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
（
昭
和
１
０
年
）
な
ど
多
く
の
教
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
日
本
で
最
も
有
名
な
避
暑
地
と
し
て
知
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
四

季
を
通
じ
て
の
静
養
の
地
と
し
て
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

○
南
白
川
・
薫
子
　
　
　
　
南
白
川
公
爵
の
娘
。
病
弱
で
夏
は
そ
の
所
有
す
る

別
荘
に
お
供
の
家
令
と
避
暑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
る
の
を
通
例
と
し
て
い
る
。
１
７
歳
。
学
習
院
高

等
科
在
学
中

ぞ
く
ぞ
く
と
外
国
人
の
別
荘
が
建
つ

日
本
人
で
軽
井
沢
に
初
め
て
別
荘
を
建
て
た
の
は
、
英
国
留
学
の
経
験
を
持
つ

海
軍
大
佐
、
八
田
裕
二
郎
で
し
た
。

こ
の
別
荘
は
１
０
０
年
を
経
た
今
も
、
彼
の
親
族
が
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す
。

明
治
２
８
年
に
は
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
マ
ク
ネ
ア
や
英
国
人
実
業
家
ジ
ョ
ン
ス

ト
ン
、
明
治
２
９
年
に
は
英
国
公
使
館
書
記
官
ガ
ビ
ン
ス
ら
が
別
荘
を
建
て
、

明
治
３
１
年
に
は
末
松
謙
澄
や
鹿
島
岩
蔵
ら
日
本
人
も
別
荘
を
建
築
し
ま
し
た
。

明
治
３
５
年
に
は
軽
井
沢
の
別
荘
は
１
０
０
戸
を
超
え
、
多
く
の
避
暑
客
を
迎
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え
る
万
平
ホ
テ
ル
も
現
在
の
場
所
に
移
動
し
、
完
全
な
洋
式
ホ
テ
ル
と
な
り
ま

し
た
。

軽
井
沢
の
歴
史
２

大
正
初
期
　
旧
軽
井
沢
で
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
宣
教
師
と
家
族
た
ち

高
級
別
荘
地
の
開
発
行
わ
れ
る

大
正
４
年
、
野
沢
源
次
郎
が
離
山
か
ら
三
度
山
に
か
け
て
の
広
大
な
土
地
の
開

発
を
手
掛
け

高
級
別
荘
地
と
し
て
販
売
し
ま
し
た
。
加
賀
百
万
石
の
前
田
家
や
旧
津
軽
藩
主

の
津
軽
家
、
徳
川
家
、
細
川
家
と
い
っ
た
華
族
の
人
々
が
広
大
な
土
地
を
購
入

し
、
豪
奢
な
洋
館
別
荘
を
建
築
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
熊
重
信
や
鈴
木
喜

三
郎
ら
政
財
界
人
も
別
荘
を
所
有
し
ま
し
た
。
 

大
正
６
年
、
堤
康
二
郎
の
千

ヶ
滝
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。
沓
掛
区
所
有
地
の
７
０
万
坪
に
始
ま
り
、
鬼
押

出
し
周
辺
８
０
万
坪
、
さ
ら
に
発
地
や
地
蔵
ヶ
原
な
ど
入
手
。
こ
の
土
地
が
後

の
西
武
王
国
を
築
き
上
げ
る
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

軽
井
沢
の
歴
史
３

軽
井
沢
に
建
つ
高
級
別
荘

文
化
人
や
著
名
人
が
訪
れ
る
、
別
荘
を
所
有

室
生
犀
星
、
芥
川
龍
之
介
、
堀
辰
雄
な
ど
文
人
た
ち
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
、
大
正
時
代
か
ら
。

室
生
犀
星
も
堀
辰
雄
も
軽
井
沢
に
別
荘
を
持
ち
、
軽
井
沢
を
舞
台
に
多
く
の
作

品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
渡
戸
稲
造
、
後
藤
新
平
、
尾
崎
行
雄
な
ど
、
実
力
者
た
ち
が
次
々
と

軽
井
沢
に
別
荘
を
持
ち
、
軽
井
沢
の
ス
テ
ー
タ
ス
性
は
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

戦
後
、
天
皇
ご
一
家
は
千
ヶ
滝
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
滞
在
さ
れ
、
軽
井
沢
と
の

結
び
つ
き
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
南
ヶ
丘
に
別
荘
を
持
つ
正
田
家
の
美
智

子
さ
ん
と
皇
太
子
さ
ま
と
の
「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
恋
」
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
４
２
年
に
な
る
と
、
別
荘
戸
数
は
４
０
０
０
戸
以
上
と
な
り
、
昭
和
６
０

年
代
の
バ
ブ
ル
期
に
入
る
と
地
価
は
高
騰
。
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昭
和
６
３
年
に
は
１
０
０
０
０
戸
を
超
し
企
業
の
山
荘
が
１
１
５
戸
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。

軽
井
沢
の
歴
史
４

○
小
暮
・
野
梨
子
　
　
　
　
地
元
軽
井
沢
で
で
老
舗
旅
館
を
経
営
す
る
、
小
暮

旅
館
の
一
人
娘
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
歳
、
活
発
で
お
転
婆
な
お
嬢
さ
ん
。
将
来
は
旅

館
の
跡
継
ぎ
と
な
る
運
命
。

　
明
治
３
７
年
（
１
９
０
４
）
、
山
本
直
良
（
１
５
銀
行
役
員
）
は
三
笠
山
の

麓
の
湯
沢
一
帯
約
２
５
万
坪
を
買
収
し
て
、
三
笠
ホ
テ
ル
の
建
築
に
着
手
し
ま

し
た
。
設
計
は
岡
田
時
太
郎
、
監
督
に
佐
藤
万
平
、
棟
梁
は
地
元
大
工
の
小
林

代
造
で
し
た
。
建
築
様
式
は
ア
メ
リ
カ
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
（
木
骨
様
式
）

、
戸
の
デ
ザ
イ
ン
は
英
国
風
、
下
見
板
は
ド
イ
ツ
風
で
、
用
材
は
小
瀬
の
赤
松

を
現
場
で
製
材
し
て
建
設
し
ま
し
た
。

　
明
治
３
８
年
秋
に
落
成
式
を
行
い
、
翌
３
９
年
の
５
月
に
営
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
客
室
３
０
（
内
ダ
ブ
ル
１
０
室
）
宿
泊
料
一
等
１
２
円
、
２
等
８
円
、

３
等
５
円
（
普
通
の
旅
館
は
１
円
～
２
円
）
で
し
た
。

　
開
業
当
時
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
写
真
に
は
、
ガ
ス
燈
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
の
室

に
大
テ
ー
ブ
ル
が
お
か
れ
暖
炉
の
前
に
毛
利
夫
人
、
そ
の
両
側
に
近
衛
・
徳
川

公
爵
・
西
尾
子
爵
や
そ
の
夫
人
た
ち
が
並
び
、
ひ
げ
の
山
本
直
良
や
有
島
武
郎

が
み
え
ま
す
。

　
明
治
３
９
年
（
１
９
０
６
）
５
月
か
ら
８
月
初
旬
ま
で
の
宿
泊
者
４
６
人
は

全
部
外
国
人
で
、
住
居
の
欄
に
は
東
京
・
横
浜
・
大
阪
の
ほ
か
、
上
海
・
ホ
ン

コ
ン
。
マ
ニ
ラ
。
ロ
ン
ド
ン
の
都
市
名
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
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ラ
ン
ス
な
ど
国
名
だ
け
の
記
載
が
見
え
ま
す
。

　
明
治
４
１
年
の
８
月
中
旬
ま
で
の
４
３
人
の
宿
泊
者
の
中
に
は
、
乃
木
希
典

夫
妻
と
「
お
た
か
」
の
記
名
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
東
京
の
木
下
・
中
村
と
漢
字

で
善
か
れ
た
サ
イ
ン
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
字
で
善
か
れ
た
４
人
の
日
本
人
ら
し
い

名
前
が
見
え
ま
す
。
乃
木
大
将
も
Ｍ
．
Ｓ
．
Ｎ
Ｏ
ｇ
ｈ
ｉ
と
横
文
字
で
書
き
、

そ
の
下
に
乃
木
静
子
と
漢
字
で
書
き
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
 

Ｏ
ｔ
ａ
ｋ
ａ
と
女

性
の
名
前
が
善
か
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
４
０
年
８
月
に
は
日
本
館
が
完
成
し
て
日
本
人
の
宿
泊
客
が
増
え
ま
す

が
、
乃
木
夫
妻
の
外
に
住
友
吉
左
衛
門
、
渋
沢
栄
一
、
薄
儀
壬
、
井
上
準
之
助
、

幣
原
喜
重
郎
、
団
琢
磨
な
ど
、
財
界
人
・
外
交
官
の
ほ
か
に
清
朝
最
後
の
皇
帝

の
名
前
が
あ
り
、
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　
　

○
黒
岩
・
広
樹
　
　
　
　
　
北
軽
井
沢
の
開
拓
農
家
の
１
８
歳
の
青
年
、
酪
農

と
キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
を
父
が
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
を
継
ぐ
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
東
京
に
出
て
大

学
に
行
く
べ
き
か
迷
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
る
。

高
原
野
菜
を
は
じ
め
と
す
る
農
耕
文
化
か
ら
芸
術
文
化
や
教
育
文
化
に
至
る
ま

で
、
外
国
人
や
文
化
人
避
暑
客
か
ら
伝
播
し
た
文
化
が
卓
越
し
て
い
る
こ
と
が
、

軽
井
沢
の
特
色
で
す
。
わ
が
国
の
高
冷
地
に
お
け
る
高
原
野
菜
の
栽
培
は
、
軽

井
沢
高
原
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
明
治
１
８
年
（
１
８
８
５
）
雨
宮
敬
次
郎
が
拓
い
た
雨
宮
新
田

で
初
め
て
キ
ャ
ベ
ツ
が
栽
培
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
明
治
２
６

年
（
１
８
９
３
）
、
避
暑
に
来
て
い
た
外
国
人
の
注
文
に
よ
っ
て
、
常
時
キ
ャ

ベ
ツ
を
栽
培
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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当
時
キ
ャ
ベ
ツ
は
農
民
の
間
で
は
玉
菜
、
ま
た
官
庁
に
お
い
て
は
甘
藍
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
商
品
作
物
の
た
め
珍
重
さ
れ
、
軽
井
沢
の
西
洋

料
理
屋
で
は
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
に
し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
生
産
さ

れ
た
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
東
長
倉
村
沓
掛
（
現
中
軽
井
沢
）
に
お
け
る
「
玉
葉
屋
」

と
呼
ば
れ
た
青
果
仲
買
商
の
手
で
、
地
元
の
各
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
第
一
次
大
戦
後
か
ら
信
越
本
線
を
利
用
し
て
、
東
京
へ
貨
車
単
位
で

出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
部
は
名
古
屋
・
大
阪
ま
で
送
ら
れ
ま
し
た
。
大

正
末
期
に
な
り
ま
す
と
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
軽
井
沢
に
隣
接
し
た
小
沼
・
伍
賀
両
村

（
現
御
代
田
町
）
で
も
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
作
付
面
積
は
１
２
０

町
歩
（
１
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
お
よ
び
ま
し
た
。
昭
和
恐
慌
期
ま
で
軽
井
沢

の
甘
藍
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
東
京
市
場
で
独
占
的
位
置
を
し
め
て
い
ま

し
た
。

　
昭
和
１
０
年
か
ら
軽
井
沢
町
産
業
組
合
で
は
、
ス
ウ
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
を
栽
培

し
、
こ
れ
を
缶
詰
に
加
工
し
て
、
内
外
の
避
暑
客
に
販
売
し
て
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
ま
た
高
原
に
自
生
す
る
ク
ロ
マ
メ
の
木
の
実
を
採
果
し
て
ジ
ャ
ム
に
製

ア
サ
マ
ベ
リ
ー

造
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
現
在
で
も
軽
井
沢
の
特
産
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
民
芸
品
の
軽
井
沢
彫
も
、
避
暑
客
相
手
の
地
場
産
業
で
し
た
。

○
前
野
・
洋
二
　
　
　
　
　
草
軽
電
鉄
勤
務
の
青
年
、
北
軽
井
沢
駅
の
近
く
に

住
む
。
軽
井
沢
の
将
来
に
悲
観
的
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
恵
介
監
督
の
名
画
、
「
カ
ル
メ
ン
こ
き
ょ
う
へ

帰
る
」
で
も
こ
の
草
軽
鉄
道
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
面
が
ふ
ん
だ
ん
に
出
て
き
ま
す
ね
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
映
像
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
も
残
っ
て
い
た
ら
な
あ
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ト
ロ
ム
ー
ド
満
点
で
ブ
レ
イ
ク
し
た
こ
と
で
し
ょ
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う
に
。

○
堀
川
・
立
夫
　
　
　
　
　
小
説
家
、
軽
井
沢
に
投
宿
し
て
い
る
。
胸
の
病
で

闘
病
中
な
が
ら
，
詩
情
豊
か
な
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
を
執
筆
し
続
け
て
い
る
。

　
美
し
い
軽
井
沢
高
原
を
措
い
た
文
学
者
や
詩
人
の
作
品
が
実
に
多
い
で
す
。

古
く
は
『
万
葉
集
』
の
東
歌
か
ら
、
堀
辰
雄
や
川
端
康
成
ら
を
経
て
今
日
ま
で
、

高
原
の
至
る
と
こ
ろ
が
、
小
説
や
詩
の
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
軽
井
沢
は
古

く
か
ら
歴
史
の
槍
舞
台
に
登
場
し
て
お
り
、
ま
た
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
多
く

の
文
化
人
が
避
暑
客
と
し
て
訪
れ
た
こ
と
も
、
こ
こ
で
生
ま
れ
た
文
学
作
品
を

よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
軽
井
沢
高
原
で
は
、
テ
ニ
ス
・
ゴ

ル
フ
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
・
馬
術
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

に
は
快
適
な
軽
井
沢
高
原
は
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
面
で
も
水
準
の
高
い
地
域
で

あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

○
川
原
・
未
知
造
　
　
　
　
堀
川
に
師
事
す
る
若
い
詩
人
。
繊
細
で
や
わ
ら
か

い
詩
を
書
く
。
こ
の
青
年
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
が
て
師
の
病
気
と
同
様
に
胸
を
病
ん
で
い
く
こ
と

に
な
る
。

○
山
岡
・
多
恵
　
　
　
　
　
１
５
歳
の
少
女
。
開
拓
村
の
か
わ
り
も
の
、
源
一

爺
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
い
る
娘
。
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天
衣
無
縫
、
野
生
の
少
女
。
狐
や
栗
鼠
と
話
が
出
来

る
特
技
？
の
持
ち
主
。

○
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ウ
エ
ズ
レ
ー
　
　
軽
井
沢
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
勤
め
る
イ

ギ
リ
ス
人
医
師
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陰
の
あ
る
紳
士
で
、
も
う
、
二
十
年

以
上
こ
こ
で
勤
め
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謎
が
多
く
、
故
郷
に
は
妻
子
も
い
る

ら
し
い
が
帰
れ
な
い
わ
け
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
だ
。
軽
井
沢
の
植
物
に
詳
し
い
。

あ
ら
す
じ

昭
和
と
い
う
御
世
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
大
東
亜
戦
争
も
、
ま
だ
遠
い
先
、

ひ
と
時
の
安
寧
が
世
上
に
あ
っ
た
こ
ろ
の
青
春
群
像
を
詩
情
豊
か
に
描
い
た
作

品
。

青
春
の
ほ
ろ
苦
さ
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
，
郷
愁
に
彩
ら
れ
た
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
迷
い
と
希
望
の
交
錯
す
る

青
春
物
語
で
あ
る
。

背
景
に
国
際
観
光
避
暑
地
と
し
て
セ
レ
ブ
や
外
人
、
新
興
財
閥
、
華
族
様
た
ち

が
夏
を
す
ぎ
し
て
い
た
、

軽
井
沢
の
風
物
，
四
季
折
々
の
自
然
、
草
軽
電
鉄
の
風
景
な
ど
が
点
描
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
以
上
は
全
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
実
在
の
人
物
と
似
た
様
な

人
が
登
場
し
た
場
合
も
、
そ
れ
は
全
て
作
者
の
空
想
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
お

断
り
し
て
お
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
実
在
の
い
か
な
る
人
物
と
も
何
の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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あ
ら
す
じ
、

時
は
大
正
に
始
ま
る
。
大
正
４
年
、
野
沢
源
次
郎
が
離
山
か
ら
三
度
山
に
か
け

て
の
広
大
な
土
地
の
開
発
を
手
掛
け

高
級
別
荘
地
と
し
て
販
売
し
ま
し
た
。
加
賀
百
万
石
の
前
田
家
や
旧
津
軽
藩
主

の
津
軽
家
、
徳
川
家
、
細
川
家
と
い
っ
た
華
族
の
人
々
が
広
大
な
土
地
を
購
入

し
、
豪
奢
な
洋
館
別
荘
を
建
築
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
熊
重
信
や
鈴
木
喜

三
郎
ら
政
財
界
人
も
別
荘
を
所
有
し
ま
し
た
。
大
正
６
年
、
堤
康
二
郎
の
千
ヶ

滝
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。
沓
掛
区
所
有
地
の
７
０
万
坪
に
始
ま
り
、
鬼
押
出

し
周
辺
８
０
万
坪
、
さ
ら
に
発
地
や
地
蔵
ヶ
原
な
ど
入
手
。
こ
の
土
地
が
後
の

西
武
王
国
を
築
き
上
げ
る
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

大
正
時
代
に
な
る
と
、
文
人
墨
客
も
多
数
別
荘
を
構
え
る
よ
う
に
な
り
、

室
生
犀
星
、
堀
辰
雄
な
ど
も
、
滞
在
し
て
い
わ
ゆ
る
軽
井
沢
文
学
が
執
筆
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
時
は
昭
和
が
始
ま
っ
た
頃
。

明
治
創
業
の
小
暮
旅
館
も
、
新
し
い
需
要
層
に
向
け
て
変
身
を
迫
ら
れ
て
い
た
、

主
人
の
小
暮
銀
之
助
は
改
築
し
て
洋
風
の
ホ
テ
ル
へ
の
立
替
を
計
画
、

一
人
娘
の
野
梨
子
へ
の
跡
継
ぎ
に
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

一
方
奔
放
な
野
梨
子
は
、
宣
教
師
館
を
訪
れ
て
は
、
親
し
く
新
任
の
リ
ン
ド
ン

牧
師
や
そ
の
娘
の
グ
エ
ン
と
も
交
流
し
新
し
い
文
明
の
息
吹
を
、
ア
メ
リ
カ
の

息
吹
を
感
じ
る
の
だ
っ
た
。

更
に
華
族
の
娘
、
北
白
川
薫
子
と
も
、
教
会
の
ミ
サ
で
旧
知
の
間
柄
だ
っ
た
の

だ
。

さ
て
、
軽
井
沢
か
ら
少
し
隔
た
っ
た
、
開
拓
村
で
は
、
急
造
す
る
外
人
避
暑
客
、

華
族
財
閥
な
ど
の
最
新
流
行
に

添
う
た
め
、
玉
菜
の
大
々
的
栽
培
が
普
及
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

キ
ャ
ベ
ツ

そ
こ
の
一
番
の
先
覚
者
が
、
黒
岩
市
兵
衛
つ
ま
り
，
黒
岩
広
樹
の
父
で
あ
る
。

彼
は
高
原
野
菜
の
未
来
に
目
覚
め
て
、
外
人
客
へ
の
食
材
提
供
の
経
験
か
ら
、
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キ
ャ
ベ
ツ
の
未
来
に
大
き
な
夢
を
持
っ
て
い
た
。
広
樹
は
食
材
の
納
入
で
小
暮

旅
館
に
も
し
ば
し
ば
行
き
、
野
梨
子
と
も
旧
知
の
間
柄
だ
っ
た
。

ま
た
、
コ
ー
ン
、
つ
ま
り
家
畜
用
で
な
く
生
食
用
の
と
う
も
ろ
こ
し
の
生
産
も

未
来
が
あ
る
と
踏
ん
で
も
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
反
対
す
る
の
が
、
多
恵
の
父
、
千
木
良
源
一
で
あ
る
。

彼
は
頑
強
に
、
開
拓
村
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
と
主
張
し
て
、
孤

高
の
す
ね
物
暮
ら
し
を
続
け
る
の
だ
っ
た
。

娘
の
多
恵
は
一
種
の
自
然
児
で
、
北
軽
井
沢
は
こ
の
ま
ま
で
、
外
人
な
ん
か
い

な
く
な
っ
て
狐
と
栗
鼠
の
楽
園
に
な
れ
ば
い
い
と
い
う
野
生
児
だ
っ
た
。

密
か
に
黒
岩
広
樹
に
思
い
を
寄
せ
て
も
い
た
が
そ
ん
な
感
情
を
決
し
て
あ
ら
わ

さ
な
い
娘
で
も
あ
っ
た
。

前
野
洋
一
は
こ
こ
ら
の
開
拓
村
の
先
駆
者
の
家
で
あ
り
、
北
軽
井
沢
一
体
は
半

分
が
彼
の
父
の
秀
太
郎
の
も
の
で
あ
っ
た
。

当
然
の
よ
う
に
、
軽
井
沢
開
発
を
目
指
す
西
武
の
堤
か
ら
も
オ
フ
ァ
ー
が
し
ば

し
ば
来
る
の
だ
っ
た
。

近
代
的
な
別
荘
や
ホ
テ
ル
を
作
り
外
人
、
華
族
、
富
豪
、
文
人
に
売
り
出
し
ま

し
ょ
う
よ
。
そ
う
い
う
誘
い
が
来
る
の
で
あ
っ
た
。
息
子
の
洋
一
は
草
軽
電
鉄

に
勤
務
し
て
い
る
が
そ
れ
は
ま
あ
、
副
業
程
度
、
別
に
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
だ
が
、
出
来
る
こ
と
な
ら
、
交
通
業
界
に
行
っ
て
活
躍
し
た
い
と
い
う
夢
も

あ
る
の
だ
っ
た
。

草
津
と
軽
井
沢
を
結
ぶ
こ
の
軽
便
鉄
道
を
解
し
て
何
か
、
観
光
開
発
が
出
来
な

い
か
。

西
武
の
開
発
を
見
て
そ
う
思
う
洋
一
で
あ
っ
た
。

折
か
ら
軽
井
沢
に
は
、
文
人
墨
客
も
多
々
訪
れ
、
野
梨
子
の
宿
に
も
、
堀
川
立

夫
が
し
ば
し
ば
宿
泊
し
て
い
た
、

彼
は
繊
細
な
作
風
で
、
軽
井
沢
の
自
然
や
、
哀
調
帯
び
た
風
物
を
描
き
、
野
梨

子
も
そ
れ
を
読
ま
し
て
も
ら
っ
て
、
感
動
す
る
の
だ
っ
た
。
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そ
の
堀
川
に
師
事
す
る
の
が
、
川
原
未
知
造
で
彼
は
若
干
２
０
歳
の
東
大
建
築

学
科
の
学
生
な
が
ら
、
詩
を
た
し
な
み
、
叙
情
あ
ふ
れ
る
ソ
ネ
ッ
ト
を
作
る
の

だ
っ
た
。

そ
の
題
材
も
多
く
は
浅
間
高
原
の
忘
れ
草
や
木
々
を
読
み
込
み
、
高
原
の
涼
風

の
よ
う
な
可
憐
な
詩
で
あ
っ
た
。

こ
の
未
知
造
を
め
ぐ
っ
て
野
梨
子
と
薫
子
は
恋
の
鞘
当
を
高
原
で
、
軽
井
沢
プ

ー
ル
で
軽
井
沢
テ
ニ
ス
場
で
繰
り
広
げ
る
の
だ
っ
た
。
更
に
そ
こ
に
、
宣
教
師

の
娘
金
髪
碧
眼
の
グ
エ
ン
も
加
わ
っ
て
、
恋
の
い
く
え
は
混
迷
を
深
め
る
の
だ

っ
た
。

そ
う
し
た
青
春
群
像
が
繰
り
広
げ
る
青
春
絵
巻
も
、
や
が
て
は
ひ
と
時
の
霧
と

化
か
し
て
、
軽
井
沢
の
高
原
に
消
え
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

未
知
造
は
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
亡
く
な
り
、
野
梨
子
は
傷
心
の
ま
ま
、
東
京
の
大

学
へ
進
学
す
る
こ
と
に
な
り
軽
井
沢
を
離
れ
る
の
だ
っ
た
。

一
方
、
薫
子
は
万
里
公
路
公
爵
の
長
男
と
の
婚
儀
が
整
い
、
は
れ
て
嫁
入
り
す

る
こ
と
に
な
り
、
詩
人
の
思
い
出
は
心
の
中
に
封
殺
す
る
の
で
あ
っ
た
。

グ
エ
ン
も
父
が
香
港
教
会
へ
転
任
と
な
り
ま
た
、
思
い
出
の
軽
井
沢
を
離
れ
る

の
で
あ
っ
た
。

黒
岩
広
樹
も
急
に
東
京
農
業
大
学
に
進
学
が
決
ま
り
決
意
を
胸
に
北
軽
井
沢
を

後
に
す
る
の
で
あ
っ
た
。

残
っ
た
の
は
結
局
前
野
洋
一
と
千
木
良
多
恵
だ
っ
た
。

洋
一
は
黒
岩
広
樹
を
送
り
な
が
ら
、
こ
こ
北
軽
井
沢
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
思

う
の
だ
っ
た
。

多
恵
も
ま
た
、
こ
ん
な
山
奥
で
あ
り
な
が
ら
、
外
国
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い

う
特
殊
な
環
境
に
つ
い
て
深
く
考
え
、
自
然
児
か
ら
、
観
光
避
暑
地
軽
井
沢
で

の
行
き
方
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
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キ
ー
ワ
ー
ド

軽
井
沢
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

軽
井
沢
ゴ
ル
フ
場

軽
井
沢
プ
ー
ル

軽
井
沢
教
会
　
木
立
の
中
の
木
造
教
会
堂

長
尾
の
清
流

初
期
の
別
荘
地
　
は
外
人
宣
教
師
が
開
い
た
。

マ
ン
ペ
イ
ホ
テ
ル

外
国
公
使
の
別
荘

外
国
人
貿
易
商
の
別
荘

法
政
大
学
村
別
荘
地

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

北
軽
井
沢
開
拓
村

堤
康
次
郎

南
軽
井
沢
の
落
ち
葉
松
林
の
朝
霧

浅
間
牧
場
（
柵
に
も
た
れ
て
風
琴
弾
け
ば
名
も
知
れ
ぬ
小
鳥
が
独
り
答
え
る
）

軽
井
沢
御
水
場
（
二
条
公
爵
邸
内
）

軽
井
沢
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
長
い
ド
レ
ス
と
羽
の
帽
子
で
テ
ニ
ス
に
興
じ
る
外
国

婦
人
）

軽
井
沢
市
街
地
（
日
傘
と
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
の
外
国
夫
人
。
店
の
看
板
は
英
文
）

ｔ
ｈ
ｅ
 

ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
 

ａ
ｔ
 

ｋ
ａ
ｒ
ｕ
ｉ
ｚ
ａ
ｗ
ａ

碓
氷
峠
ア
プ
ト
式

く
さ
つ
お
ん
せ
ん
へ
は
草
軽
軽
便
鉄
道
で

白
鳥
の
池

三
笠
ホ
テ
ル

白
糸
の
滝
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介
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
銀
の
ボ
ン
ボ
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後
宮
の
世
界
　
　
堀
江
宏
樹

　
　
　
　
　
　
徳
川
慶
喜
家
の
子
ど
も
部
屋

　
　
　
　
　
　
ミ
カ
ド
の
淑
女
　
林
真
理
子

　
　
　
　
　
　
ミ
カ
ド
と
女
官
　
小
田
部
雄
次

　
　
　
　
　
　
万
平
ホ
テ
ル
　
　
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旧
三
笠
ホ
テ
ル
　
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ

　
　
　
　
　
　
流
転
の
王
妃
の
昭
和
史
　
　
愛
新
覚
羅
浩

　
　
　
　
　
　
李
香
蘭
　
　
私
の
半
生

　
　
　
　
　
　
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｍ
ｏ
ｇ
ｓ
ａ
ｎ
．
ｎ
ｅ
ｔ
／

　
　
　
　
　
　
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｋ
ｉ
ｔ
ａ
－
ｋ
ａ
ｒ
ｕ
．
ｎ
ｅ
ｔ
／

も
ち
ろ
ん
、
以
上
は
全
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
実
在
の
人
物
と
似
た
様
な

人
が
、
た
と
え
、
登
場
し
た
場
合
も
、
そ
れ
は
全
て
作
者
の
空
想
の
産
物
で
あ

る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
実
在
の
い
か
な
る
人
物
と
も
何
の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

軽井沢の風に吹かれて、異人館通りの夏
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